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What is the real meaning of globalization? How can we ensure 
that the various dimensions of globalization contribute positively 
to greater peace, cooperation and understanding between nations? 
What roles do language and culture play in achieving these goals? 
What forms of knowledge and skills concerning language and 
culture do the youth of today – and the leaders of tomorrow – 
need in order to take an active part in promoting them? Located 
in the center of Japan, an ideal site from which to study and 
experience both the historical roots and the latest developments of 
international society, Nagoya University’s Linguistics and Cultural 
Studies MA program has been specifically designed to respond to 
such questions and meet such needs. The program will provide 
you with a transhistorical and multidimensional understanding of 
English, Japanese and other languages and cultures through a wide 
range of courses underpinned by a sound knowledge of linguistic 
and cultural studies methodologies and a thorough grounding in 
fundamental research skills.

言語学・文化研究
プログラム

Linguistics and Cultural Studies Program

JACSの公式ホームページ：https://www.nagoya-jacs.com/

■文学や様々な映画、映像を通じて日本文化を勉強します。

The Japan-in-Asia Cultural Studies Program (JACS) undergraduate 
and graduate programs offer students the opportunity to explore 
the rich and complex relations between Japan and other East Asian 
countries. With particular emphasis on cultural history, cinema and 
screen cultures, and modern literature, the curriculum is designed 
to help students master general academic skills such as critical 
thinking, analytical reading, and effective communication skills 
while acquiring a broad perspective on Japanese culture in Asia 
and specialized knowledge in one or more discipline. JACS aims 
to produce active and productive members of global society, and 
to play a key role in facilitating cultural exchange and friendship 
between Japan and the world. In addition, the graduate program 
offers opportunities to interact with internationally distinguished 
scholars from different countries at international conferences, 
workshops, and other events organized regularly in Nagoya 
and locations around Japan and the world. A good third of our 
graduates have advanced to MA and PhD programs abroad and 
in Japan, while the majority found jobs in a wide range of fields, 
including government services and large companies both in Japan 
as well as their home countries. 

Kristina IWATA-WEICKGENANNT
岩田 クリスティーナ 教授  

MA Ran
馬 然 准教授  

Tristan GRUNOW
グルーノ トリスタン 准教授  

Hideaki FUJIKI
藤木 秀朗 教授  

Dylan McGEE
ミギー ディラン 准教授  

Eiko YASUI
安井 永子 准教授  

学部 大学院

大学院

The Japan-in-Asia Cultural Studies Program (JACS)

「アジアの中の日本文化」
プログラム                 
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特別コース
　文学部では2022年度より、分野・専門（研究室）や教育プログラム、
学繋の枠をさらに超えた幅広い学びを支援するために、「一般・個別
言語学」「近現代日本学」「文化資源学」という学知横断型の３つの特
別コースを設置し、単位取得のモデルを提示しています。希望する学生

はそれぞれの分野・専門（研究室）に所属して自身の専門分野を究める
とともに、特別コースの指定科目をあわせて履修することで、卒業時
に認定証が交付されます。

分野横断的な学びの推奨

　現代社会では、世界遺産への注目が集まり、各地で自然・文化遺
産の保全がはかられる一方で、バーミアン大仏の破壊などに顕著なと
おり、宗教的理由や大規模開発などにより、文化遺産の破壊もまた進
行しています。そのような中で、文化遺産を保護し後世に伝えていくこ
とや、文化遺産を社会の中でより有効に活用していくことは、大きな社
会的課題となっています。
　文化資源学特別コースでは、博物館学芸員資格の取得（学芸員資格
のページをご参照ください）をベースとしつつ、それに関連する諸科目
をあわせて履修してもらいます。博物館・美術館の学芸員や、埋蔵文
化財職員など、それぞれの専門性をより深めるコース（日本史博物館
学芸員コース・美術館学芸員コース・考古博物館学芸員コース）およ
び、各地の公務員や中学校・高等学校の社会科教員、さらに他の職
種も含め、学芸員以外の職種で社会に出て行く学生が、学芸員資格を

もち、その知識を社会の諸分野で活用してもらうためのコース（「学芸
員資格をもつ公務員・社会科教員」コース）を設けており、各自の専門
や興味に応じて選択できます。
　日本史学・美術史学・考古学の学生はもちろんですが、文学や哲
学、環境学など、それ以
外の分野・専門を専攻
する学生にも広く履修し
てもらうことで、文化遺
産について社会全体で
考えていくことができる
ようになることを射程に
入れつつ、このコースは
設置されています。

文化資源学特別コース

一般・個別言語学特別コース

　世界のグローバル化と身の回りでの多文化化が進行する今日の社会
において、言語を学ぶことや教えることの重要性はますます高まってい
ます。一方で、学問の世界では、言語を分析する手法が発展し、人間
の言語がどのようなものであり、個々の言語がどのような特徴を持って
いるかの解明が進んでいます。言語の分析手法を学び、自ら分析でき

るようになることで、私たちは言語全般や個々の言語を、俯瞰的に捉
えることができるようになるでしょう。
　文学部の様々な分野・専門のうち、日本語学・英語学・ドイツ語ド
イツ文学・ドイツ語圏文化学・フランス語フランス文学・中国語中国文
学の各分野・専門では、日本語、英語、ドイツ語、フランス語、中国
語の特徴を学ぶことができます。また、言語学分野・専門では、個別
の言語を超えた言語全般の捉え方（すなわち、一般言語学的な視点）
を学ぶことができます。一般・個別言語学特別コースでは、これらの
うちの複数の分野・専門の科目を横断的に履修します。その際に、所
属する分野・専門以外の教員から科目履修などについて助言を受けら
れることも、本特別コースの特徴です。
　このような分野横断的な履修により、個別言語への深い理解と一般
言語学的な視点の両方を身に着けたり、複数の言語の理解を深めたり
することができるようになるでしょう。そのような学びを通じて「言語の
スペシャリスト」に近づくことが、本特別コースのねらいです。

■コーパスを用いた英語表現の検索（右上）、日本語音声の音響分析（左下）

近現代日本学特別コース
　近現代の日本とは、いま日本に住む我々のもっとも近い過去であり、
目の前で向き合っている現在そのものです。近くにあるからなんとなく
知っているように思え、まさにいま立ち会っているからよくわかっている
気がする。しかし、現実は多面的です。そして過去の歩みも、複雑で
屈曲に富むものでした。
　「近現代日本学特別コース」は、こうした直近の日本、現在の日本に
ついて学術的に考えようというプログラムです。経験的に知っているこ
と、高校までの学校教育や受験で習ったことを、あらためて具体的な
歴史資料に向き合い、文学表現の細部に分け入り、映像作品の画面
に目をこらしながら、再検討していきます。
　「近現代日本学」という学問領域があるわけではありません。特別コー
スの特徴は、学問分野の横断性です。履修生は、歴史学、文学、映
像学など、関連する分野について自分自身の関心に従いながら横断的

に学ぶことにより、幅広く、複眼的に近現代の日本を捉えられるように
なります。また、G30のJapan in Asia Cultural Studies担当教員とも
連携しており、英語による日本研究の授業も履修・聴講できます。「近
現代日本学特別コース」の教員が、履修生の所属講座の教員と連携し
ながら、卒業論文についての補助的なアドバイスも行います。
　自分自身の手で歴史
を語り、文学を語り、映
画を語る面白さを、近
現代日本の姿を再発見
する喜びを、どうぞ体感
して下さい。
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学芸員養成課程

名古屋大学-
ウォリック大学PhD
コチュテル・プログラム

（グローバル・スクリーン・スタディーズ）

　名古屋大学文学部で取得できる資格の一つに学芸員資格があり
ます。学芸員とは、博物館法で登録博物館に必置とされている専門的
職員で、博物館（美術館、動植物園なども含まれます）における資料
の収集、保管、展示、調査研究および教育普及など、博物館の事業の
専門的な事項をつかさどります。この資格を取得するためには、所定
の博物館学関連科目の単位を修得して、大学を卒業する必要があり
ます。具体的に習得しなければならない単位は、生涯学習概論、博物
館概論、博物館経営論、博物館資料論、博物館資料保存論、博物館
展示論、博物館教育論、博物館情報・メディア論（以上2単位）、博物
館実習（3単位）という、9科目19単位となります。
　実際に学芸員として現場で働くには、学芸員資格に加え、各専門
分野に関する知識や調査研究能力が必要です。人文系の博物館の
守備範囲は概ね考古、文書・典籍、美術・工芸、民俗の各分野ですの
で、それに関わる分野・専門を選び、専門性を深めることが学芸員へ
の近道となるでしょう。皆さんが志望する博物館によっては大学院前
期課程修了以上の専門性が要求される場合もあり、大学院への進学
も頭の片隅に置いておいてください。
　2022年の博物館法改正により、博物館はそれまでの社会教育に加
え、文化観光の一翼を担うこととなり、行政における博物館の位置づ
けが高まりました。公務員を志す方にとっても、文化観光推進法に基
づく拠点計画及び地域計画の策定や、文化財保護法に基づく文化財
保存活用地域計画の策定等に将来関わる際には、学芸員養成課程
で学んだことと専門分野の研究はきっと役に立つに違いありません。
　また、博物館が回想法やセラピーなど社会的処方の場、社会の保
健室としても注目を受け始めるなど、博物館への社会の期待は増大し
ています。本学部では、学芸員資格に関連する副専攻プログラムも設
けておりますので、幅広い分野・専門の方にご活用いただければと
存じます。本学を卒業、修了した多数の学芸員の方々が現場で活躍し
ていますので、皆さんもぜひ後に続いてください。

　名古屋大学大学院人文学研究科は、2019年10月に、英国のウォ
リック大学映画テレビ研究学科との間で、映像学を専門にした博士
後期課程の共同学位プログラムを発足させました。名古屋大学-ウォ
リック大学PhDコチュテル・プログラム（グローバル・スクリーン・スタ
ディーズ）と名付けられた本プログラムは、この分野では世界でも稀
有な、画期的かつ革新的な国際学位プログラムとなっています。
　本プログラムに入学した大学院生は、名古屋大学またはウォリック
大学を主大学として3年ないしは4年で博士論文を（英語で）完成させ
ることが期待されます。この間、学生は、両大学の主指導教員と定期
的に（主としてオンライン）面談を行い、指導を受けます。また、2年目
には副大学に1年間在学することとなり、名古屋大学を主大学とする
学生の場合は、日本の大学とは異なる環境で授業を聴講したり研究
集会に参加したりする機会が得られ、それにより世界の第一線で活
躍するイギリス・ヨーロッパなどの大学の研究者たちや大学院生たち
と交流を深めることができます。将来的に、東アジアとヨーロッパを
架橋しながら映像学ないしはそれに関連する分野で国際的に活躍で
きる人材を育てることが、このプログラムの最大の目的です。より具
体的には、本プログラムは、とりわけ次の点で参加学生の能力向上
に役立つように設計されています。　

・� 国際性に根ざした質の高い学術的・社会的経験を積むこと
・ �二つ以上の異なる国・地域の環境や映像文化に関わりながら学

修・研究すること
・ 映像文化の国際的な性格を踏まえた研究課題に取り組むこと
・ �多様な方法論と広い視野をもったさまざまな研究者と交流すること
・� �二つ以上の異なる国・地域に対応できるコミュニケーション能力を

養うこと
・ 将来国際的な場で活躍するための技能を身につけること

問い合せ先も含め詳しくは、次のウェブサイトをご覧ください。 
https://www.hum.nagoya-u.ac.jp/en/gss/gss-top/

Nagoya-Warwick Co-Tutelle PhD Programme in Global Screen Studies

名古屋大学担当教員

ウォリック大学担当教員

藤木 秀朗 Hideaki Fujiki
映像学分野・専門

長山 智香子 Chikako Nagayama
メディア文化社会論分野・専門

馬 然 Ran Ma
映像学分野・専門

小川 翔太 Shota T. Ogawa
映像学分野・専門

次のウェブサイトをご参照ください。
https://warwick.ac.uk/fac/arts/scapvc/film/staff/

オ
プ
シ
ョン
と
し
て
の
コ
ー
ス
や
プ
ロ
グ
ラ
ム

Ⅷ

38 NAGOYA UNIVERSITY



梶原 義実 教授

井上 隼多 助教

博士（文学）　イスラーム以前の中央アジア文化史
・

・

「ソグドのペンジケント遺跡宮殿址で出土した壁画について」（『シルクロード研究論集』1、東
洋哲学研究所、2023）
近本謙介・影山悦子（編）『玄奘三蔵がつなぐ中央アジアと日本』（臨川書店、2023）

周藤 芳幸 教授

佐々木 重洋 教授

影山 悦子 准教授

博士（文学）　中世日本の宗教文芸
・

・

「儀礼空間に託された信仰のかたち―高野山大伝法院本堂を中心として」（近本謙介編『こと
ば・ほとけ・図像の交響―法会・儀礼とアーカイヴ』勉誠出版、2022年）
「鳥羽院政期を投影する往生と遁世の語り―院と高野山を巡る記憶の生成と展開―」（『日本
仏教総合研究』第22号、2024年11月）

川本 悠紀子 准教授

郭 佳寧 特任准教授

吉田 早悠里 准教授

　人文学研究科は、2014年4月に21世紀COEおよびGCOEによるテ
クスト学の拠点形成の成果をもとに、「人類文化遺産テクスト学研究
センター」（CHT）を立ち上げました。本センターは、人類が残してき
たあらゆる文化遺産を対象に、実践的な人文学の横断的研究プラッ
トフォームの構築を行っています。
　2024年4月1日より本センターが改組され、人類文化を構成する４
つの基幹領域として、「宗教文化領域」「物質文化領域」「視覚文化領
域」「文化人類学領域」を設定し、CHTのこれまでの活動の継承・発
展を目指しています。また、これらの基幹領域を文理融合型研究で
相互に結び付け、より高次の学問的・社会的諸課題に対応できるプ
ラットフォームを構築するための融合部門として、「アーカイヴス部門」

「保存修復部門」「情報科学部門」「建築史部門」を新設し、機動的か
つ先鋭的な研究を積極的に推進しています。
　本センターでは、宗教遺産の多様性と普遍性の学問的追究およ
び、文化遺産の永続的な保全や活用の手法とそれが社会に与える
影響についての検討を、喫緊の社会的・汎世界的課題と位置づけ、
自然科学、保存科学、情報科学、建築史学、社会情報学などとの多
分野連携でその課題解決を実践していきます。そして、若い世代にも
文理共創的学問領域の魅力を広めるために、大学院生向けに「文化
遺産学研究」の授業を提供しています。

人類文化遺産テクスト学
研究センター

Research Center for Cultural Heritage and Texts

飯田 祐子 教授

藤木 秀朗 教授

星野 幸代 教授

サヴェリエフ イゴリ 教授

グルーノ トリスタン 准教授

河西 秀哉 准教授

鈴木 真 准教授

愛葉 由依 助教

　超域文化社会センター（Center for Transregional Culture and 
Society, TCS）は、旧文学研究科附属の日本近現代文化研究セン
ター（2008年10月～2013年3月）、「アジアの中の日本文化」研究セ
ンター（2013年4月～2018年3月）で行った日本近現代文化研究・東
アジア関係学を継承し発展させながら、さらに広い視野で最先端の
人文学研究を推進すべく、2018年４月に発足しました。TCSのミッ
ションは、地球規模で喫緊の課題となっている社会・環境に関する
諸問題に対して根源的な観点から向き合うことです。そのために、
人類の歴史と人間の営みについてこれまで人文学研究で培われて
きた深い洞察と広い知見を踏まえつつ、社会科学・自然科学の協力
も得ながら、国・地域を超えた視点から歴史、芸術的想像力、思想、
文化的実践を捉え直し、その知見を実践知へと発展させることを目
指します。これに向けて、TCSは積極的に国際的共同研究を進め、
国際シンポジウムやセミナーを開催します。大学院生の皆さんには、
そうしたイベントが共に学び合い、コミュニケーション能力を高める
場となるよう、企画・運営にも参加できる機会を提供しています。ま
た、海外の大学と大学院生研究交流集会を共催することで、院生の
皆さんが国際的な舞台で研究発表を行い、海外の研究者や院生た
ちと交流できる場もつくっています。TCSは、人文学の視点から国際
社会へ貢献することとともに、大学院生の皆さんが将来グローバル
に活躍できるための支援に努めています。

超域文化社会センター
Center for Transregional Culture and Society (TCS)
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　人文知共創センター（Humanity Center for Anthropocenic Actors 
and Agency: AAAセンター、https://www.hum. nagoya-u.ac.jp/
aaa/）は、2022年度JSPS 課題設定による先導的人文学・社会科学研
究推進事業学術知共創プログラムに、研究課題「人間・社会・自然の
来歴と未来—「人新世」における人間性の根本を問う」（代表：中村
靖子、JPJS00122674991）（略称「人新世」AAAプロジェクト）が採択
されたことを機に設立されました。このプロジェクトは、三十年、五十
年先の未来を見据え、新しい価値を創発する未来の人文学を目指す
ものであり、人文学のさまざまな分野、ならびに社会科学、自然科学
系の諸科学の研究者らをメンバーとする五つの研究班により構成さ
れ、各研究班の班別会議、班を超えた特別企画、全体集会定例会を常
時開催し、さまざまな組み合わせで緩やかに連携しつつ、研究活動を
行っています。2023年10月には文学部秋季サロン「ハイブリッド人文
学—スキルとツールの共進化」（於：名古屋大学）を開催し、人文学と
データサイエンスの協働を提案しました。2024年３月にはローマのロー
マ・トルヴェルガータ大学との共催で、国際研究集会「Anthropocene 
Calling: Human, Philosophy, Technology and Arts in the Age of 
Anthropocene」（於：ローマ・トルヴェルガータ大学）を開催し、プロジェ
クトメンバーを始め、トルヴェルガータ大学はもちろん、ローマ・ラ・サピ
エンツァ大学、ベルガモ大学、リスボン大学から、さまざまな分野の研究
者が集まり、来たるべき未来における人類のあり方について、二日間に
わたって活発な議論を展開しました。センターの研究活動については、
随時センターのウェブサイト（https://a3hsn.org）をご覧下さい。

人文知共創センター
Humanity Center for Anthropocenic Actors and Agency

中村 靖子 教授

鄭 弯弯 講師

博士（文化情報学）　テキストマイニング、機械学習
・

・

“Is Word-length Inaccurate for Authorship Attribution?”, Digital Scholarship in the 
Humanities, fqac067 (2022)
“Improving the Performance of Feature Selection Methods With Low-sample-size Data”, 
The Computer Journal, bxac003 (2022)

　各学繋には、分野・専門という枠組みの外で学繋の共通領域を担当する教員がいて、博物館学、電子テクスト学、文学、民俗学、歴
史学などのさまざまな専門領域で研究し、専門科目や共通科目を受け持っています。授業や研究の相談にも積極的に応じています。

李 澤熊 准教授
博士（文学）　現代日本語学、認知言語学、日本語教育、日韓対照言語学
・
・
『現代日本語における意図性副詞の意味研究－認知意味論の観点から』（単著、ひつじ書房、2023）
『日本語の意味研究の新たな扉を開く－意味分析の方法と実際』（単著、開拓社、2020）
担当授業 ：日本語文法研究 など

グリブ・ディーナ 准教授
博士（日本語教育学）　日本語教育、異文化コミュニケーション
・

・

On the sustainability of Virtual Cultural and International Exchange Events in Higher 
Education. UNESCO Observatory E-Journal Multi-disciplinary Research in the Arts, 9 (2023)

「初級日本語教科書における登場人物の多様性への配慮に関する一考察」『言語の研究』13号(2024)
担当授業 ：Japanese Culture and Communication など

トムキンソン・フィオナ ゲール 准教授
Ph.D.　English Literature, Philosophy
・
・
“Elizabeth’s Pious Pilgrimage; or the Ghost in the Garden,” Women: A Cultural Review 28 (2017)
“Ishiguro and Heidegger: The Worlds of Art,” Kazuo Ishiguro in a Global Context (Routledge, 2015)

担当授業 ： 英米文学研究Ⅱ など

英語文化学繋

コンラート・マルクス 准教授
Dr. phil.　近現代ドイツ文学、特に18世紀欧州啓蒙思想との関連、レッシング、ハイネ、ブレヒト
・

・

Geschichte(n) und Geschäfte. Die Publikation der ‘Allgemeinen Welthistorie’ im Verlag Gebauer in Halle 
1744-1814 (Harrassowitz, 2010)
“Teleologie und Systemdenken. Geschichtsauffassungen der Spätaufklärung und die Wechselbeziehungen 
zwischen Geschichtstheorie und Literatur,” Neue Beiträge zur Germanistik 154 (2017)

担当授業 ：ドイツ文学 ・ 文化学基礎演習 など

アヴェラネダ・モルガン 准教授
Docteure en Littérature française　19世紀文学、報道の歴史
・
・

・

Madame de Staël, De la littérature, Avellaneda (Morgane) et Frighetto (Aurélie). Atlande, 2024, 200p.
«Que faire après le Génie du Christianisme ? Chateaubriand : la création d’une “posture” singulière dans 
le Mercure de France », in Chateaubriand : nouvelles perspectives critiques, dir. Bercegol (Fabienne), 
Glaudes (Pierre), Roulin (Jean-Marie). Classiques Garnier, Paris, 2020, p. 41-55.
«Les “correspondances privées” dans la presse de la Restauration, des rééditorialisations mensongères », 
le 31 mai 2022, Congrès Médias 19 – Numapresse, au Centre culturel canadien, [en ligne], Medias19.

担当授業 ：フランス語 ・フランス文学 など

曾 煒 講師

修士（文学）　数学哲学、科学哲学、分析哲学史
・
・
Lakatos’ Quasi-Empiricism Revisited, forthcoming, Kriterion-Journal of Philosophy
Picture versus Language: An Investigation on Wittgenstein’s Mathematical Generality, 
Contributions of the 40th International Wittgenstein Symposium, Vol.1 (2017)

担当授業 ：Philosophy of Mind and Language (G30 LCS) など

重見 晋也 准教授
文学修士　フランス文学・哲学、デジタル・ヒューマニティーズ
・
・
Concordance du «Roman de Renart» d’après l’éditions γ (2001),
“Quelles Sont les Conditions de L’organisation des Savoirs Humains? 
Dialogue entre Vannevar Bush, Thedore Nelson et Michel Foucault,” Études Digitales (2016)

担当授業 ： 電子テクスト学Ⅰ など

文献思想学繋

ブルンバーグ・フレデリック 准教授
Ph.D (Comparative Literature), J.D. 　詩と詩学、法と文学
・

・

“Before Law and Literature: Law or Literature,” Yale Journal of Law & the Humanities 35.4 
(2024)
“The Praise of Folly and the Limits of Satiric Licence,” Erasmus Studies 39.2 (2019)

担当授業 ： 比較文学 ・ 文学理論など

甘 靖超 准教授
博士（学術）　民俗学、文化人類学、食生活学
・

・

「中国村落の婚姻儀礼におけるモチ米食文化とその機能―江蘇省蘇州市古里鎮S家の事
例」『生活学論叢』25（2014）
「中国江南のモチ米食文化とその機能」『食生活科学・文化、環境に関する研究助成・研究紀
要』30（2017）

担当授業 ： 文化動態学研究Ⅱ など

ライト・デイヴィッド 准教授
Ph.D.（English and Comparative Literature）　創作、現代文学、ポストモダニズム、電子文学
・
・
“Data as Image, Image as Data.” Texts of Discomfort (ETC Press, 2021) 
“Extending modernist stream-of-consciousness aesthetics: Digital variations on William 
Faulkner’s The Sound and the Fury.” Digital Scholarship in the Humanities 37(1) (2021)　

担当授業 ： 文学理論研究 など

超域人文学繋

岩崎 陽一 教授
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言語文化学繋

共通



鶴見 泰寿 教授
博士（歴史学）　博物館学、日本古代史・歴史考古学
・
・
・

『古代国家形成の舞台　飛鳥宮』（新泉社、2015）
『蘇我氏を掘る』（奈良県立橿原考古学研究所附属博物館、2016）
『東大寺の考古学』（吉川弘文館、2021年）

石川 寛 准教授
博士（歴史学）　日本近世・近代史、史料学、地域史
・
・
『古文書・古絵図で読む木曽三川流域』（風媒社、2021）
『すごろくで学ぶ安政の大地震』（風媒社、2021）
担当授業 ： 文化資源学演習Ⅱ など

歴史文化学繋

　現在、文学部・人文学研究科には、学部生、大学院生、研究生、交
換留学生を含め、十数の国や地域から約300名の留学生が在籍し、
それぞれの目的を持って日々の勉学に励んでいます。国籍や価値観、
文化的背景が異なる多数の留学生が集まる国際的な環境で学ぶこと
は、留学生だけでなく、日本人学生にとっても大きな刺激となってい
ます。
　このほか、文学部・人文学研究家は世界各地の大学や研究機関と
独自の協定を結び、国際シンポジウムの開催や短期プログラムなど
多様な学術交流を活発に行っています。留学生が安心して勉学や研
究に集中できるよう、今後も国際化推進室では様々なサポートを提供
していく予定です。
　文学部・人文学研究科には、国際化推進教員2名と国際化推進室
長からなる「国際化推進室」があります。国際化推進室では、主に以
下の活動を行っています。

■	在籍留学生の勉学、日常生活、就職のサポート
■	留学生の受入
■	文学部・人文学研究科に入学を希望する志願者への対応
■	留学や海外インターンシップを希望する日本人学生への支援
■	協定校との国際交流活動

曾 煒 講師
文献思想学繋共通

グリブ・ディーナ 講師
言語文化学繋共通
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助教
三田 昌彦 助教
文学修士　インド中世史
・
・
『岩波講座世界歴史4　南アジアと東南アジア 〜15世紀』（共著、岩波書店、2022）
“Land-Grant Charters of Fifteenth to Seventeenth Centuries Rajasthan: Changes from 
the Early Medieval Style” (Ishikawa Kan (ed.), Aspects of the Literary Sources in South 
Asian Historical Studies, Tokyo: The Toyo Bunko, 2025)

担当授業 ： 東洋史研究Ⅳ など	

中川原 育子 助教
文学修士　中央アジア美術史、仏教美術史
・
・
『全訳 六度集経 仏の前世物語』（共著、法蔵館、2021）
『シルクロード・キジル石窟壁画の材料・技法の研究』（日本学術振興会科学研究費補助金、基
盤研究（B）海外、課題番号:24401021、研究代表者：佐藤一郎）（共著、2016）

担当授業 ： 人文学基礎演習Ⅱなど

伊藤 伸幸 助教
博士（歴史学）　新大陸の考古学
・
・
『メソアメリカ文明ゼミナール』（監著、勉誠出版、2021） 
『中米の初期文明オルメカ』（単著、同成社、2011）
担当授業 ： 人文学基礎演習Ⅲなど

愛葉 由依 助教
博士（文学）　文化人類学、医療人類学
・
・
・

『原爆被爆者の暮らしとトラウマ：絡み合いを描きだす』（単著、春風社、2024）
「螺旋状の因果性をもつトラウマ：原爆被爆者をめぐって」（『こころと文化』 21（2）、 2023）
『祖父とあゆむヒロシマ：今は言える、自由に。』（単著、風媒社、2019）

聞 豪（WEN Hao）  特任助教
Ph.D.　映画都市論、映像インフラ研究
・
 
・

“Tokyo Sanitation: Wim Wenders' PERFECT DAYS and the Discourse of Public
Cleanliness in Japan,” Mediapolis: A Journal of Cities and Culture, 9.1 (2024)
“Le Cinéma Japonais Indīzu et La Fabrique Néolibérale de l’auteur et de
l’autrice : L’exemple de MOOSIC LAB,” Ebisu. Études Japonaises, 59 (2022)

黄 潔 特任助教

博士（地域研究）　民俗学・文化人類学、地域研究
・

・

「政策移動に関する村落の風水伝説と実践―近現代中国におけるトン族の事例から―」
（『旅の文化研究 研究報告』No.27、2017）
「中国南部におけるトン族の親族組織の再考」（『アジア・アフリカ地域研究』第19-2号、2020）

伊藤 早苗 特任助教

Ph.D. (Assyriology)　アッシリア学、古代西アジア史
・

・

Royal Image and Political Thinking in the Letters of Assurbanipal (Penn State University 
Press, 2024)
“The Problem of Original Letter, Draft and Copy,” State Archives of Assyria Studies 29 
(2019)

井上 隼多 助教

博士（歴史学）　古代日本の手工業製品研究および三次元計測技術の利活用
・

・

「猿投窯研究における歴史叙述と歴史観 : 1950年代から1960年代にかけての展開」『考古学
研究』71-1（2024）
“How do you display 3D cultural heritage data in museums? ―A case study on “Culpticon” 
developed at Nagoya University―”, The Indonesian Journal of Social Studies7(2), (2024)

李乃琦 特任助教

博士（文学）　言語学、仏教文献学、デジタル・ヒューマニティーズ
・
・
『一切経音義古写本の研究』（単著、汲古書院、2021）
「一切経音義全文データベースの構築と研究」（分担執筆、『デジタル学術空間の作り方―
仏教学から提起する次世代人文学のモデル』文学通信、2019）

国際化推進室



心理学分野専門 4年生

キョウ ゲツエイ

愛知県教員
英語学分野専門 2024年度卒業

後藤 駿介

卓球とフランス語

新たな視点

「人文学」を学ぶ

　私は中学生の頃から卓球部に所属していて、大学で
も卓球部に入りました。一番驚いたことは遠征の多さ
です。一年を通して全国のいろいろなところで試合が
あります。遠征を通して部活の仲間と仲良くなったり、
全国に友人ができることが、卓球部に入って良かった
と思える点です。
　勉学に関しては、もともとフランスに興味があったの
で、一年時にフランス語フランス文学分野専門（以下
仏文）を選択しました。仏文に所属している学生の数は
他の分野専門に比べて少ないですが、先輩方は皆と
ても優しく、先生方も丁寧に指導してくださるので、勉
強や学校生活に関して不安なことがあった際はとても
相談しやすいです。実際、私や私の同期は大学に入学
するまでフランス語を学んだことがなかったのですが、
先輩方や先生方のサポートのおかげで授業について

いくことができ、楽しくフランス語を学んでいます。
　2024年の3月には、ストラスブール研修に参加しまし
た。この研修は特定の授業を受講し、希望することで
参加でき、ドイツとの国境付近にある、フランスのスト
ラスブールという街に二週間ほど滞在します。この研
修が初めての海外渡航であった私にとっては、何もか
もが刺激的で、とても貴重な経験になりました。現地で
の授業はすべてフランス語で行われ、理解に苦しみま
したが、共に研修に参加した仲間と協力しあって授業
を受けることができました。この経験でさらにフランス
語を学ぶ意欲が湧きました。
　以上のように、私の大学生活は卓球とフランス語が
主になっていますが、趣味で裁縫や編み物も楽しんで
います。残り半分となってしまった私の残りの大学生活
も、好きなことをたくさん学んで楽しもうと思います。

　名古屋大学文学部を一言で表すなら、「つねに新し
い視点を得られる場所」だと思います。同じ世界に生き
ていても、同じ視点で世界を見ているとは限りません。
ここでは国際的な友人との交流することで異なる価値
観に触れ、海外の教授による特別講義や英語プログラ
ムの授業を通じて、言語力を高めるだけでなく、異なる
文化圏での学びを体験し、世界をより多面的に捉える
力を育むことができます。
　私は現在心理学分野専門に所属していますが、文学
部では心理学に限らず、言語学、文学、哲学、歴史学、
社会学、地理学など、多様なアプローチで人間につい
て学べます。文学作品に描かれた人間の心理を分析す
ることで、心理学の理論を新たな角度から理解するこ
とや、考古学の視点から文化発展を考察することで、
過去の文化や社会構造が人間の心に与える影響をよ

り深く理解することができます。こうして自由に多分野
を学ぶことで、自分の専門分野への理解を深めること
こそが、名古屋大学文学部ならではの魅力です。
　また、留学や国際交流に興味がある高校生の皆さ
んにとって、海外大学の教授による講義や、留学生と
ディスカッションができる授業は大きな刺激になると思
います。私は異なる言語や文化を背景に持つ人々と話
し、異文化の視点から日常生活を見つめ直すことで、
今まで見てきた世界が新たに広がっていくことを日々
実感しています。
　名古屋大学文学部は文学を学ぶ場にとどまらず、多
角的な学問の視点から人間を探究できる場所です。言
語、文化、学問を融合しながら新しい知見を得られる
環境で、世界観を広げ、思考を深める刺激的な日々を、
ぜひ皆さんも体験してみませんか。

　「文学部」と聞くと、多くの人は小説や詩といった狭
義の文学を連想するかもしれません。しかし、名大文
学部が対象とするのは、人間の営み全般を広く捉える

「人文学」です。そして入学段階で専攻を確定する必
要がなく、学びながら関心を深めていくことができる
ため、すでに明確な関心領域を持っている人にとっ
てはもちろん、学びのなかで自分の興味を見出した
いと考えている人にも適した学部だといえます。
　1年次には、「人文学入門」というオムニバス形式の
授業があり、各専攻の教員がそれぞれの専門分野に
ついて講義を行い、分野を横断しながら関心を広げ
る契機となります。私自身は、当初英語に関心を持っ
て入学しましたが、この授業を通じて日本語学や言
語学といった隣接領域にも強い興味を抱くようになり
ました。最終的に英語学を専攻しましたが、カリキュ

ラム上、他専攻の授業も履修する必要があります。他
専攻の授業では、まったく別のテーマだと思っていた
内容に、自専攻に共通する問題意識や理論的枠組み
を見出すことがあります。
　また、名大文学部では教員免許や学芸員資格の
取得も可能です。専門科目の履修と並行して、資格取
得に必要な単位を計画的に修得することで、卒業要
件を満たしながら次のキャリアへの準備ができます。
私は卒業後、愛知県内の高校で英語教諭として勤務
しています。自専攻の英語学をはじめに、他専攻で得
た知識や視点も踏まえ、論理的思考力や人間理解の
深化を日々の授業に反映させていきたいです。
　みなさんも、名古屋大学文学部で学んでみませ 
んか？

フランス語
フランス文学分野専門 3年

上野 心優
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学部在学生・卒業生からのメッセージ



東洋史学分野専門 博士後期課程2年
台湾・国立政治大学
民族学博士課程 2016年修了
台湾・東呉大学等非常勤講師
2020～2022年

蔡 長廷

岐阜聖徳学園大学人文学部
専任講師
日本史学分野専門 博士後期課程
2020年単位取得満期退学（2021年博士号取得）
文学部2015年卒業

木村 美幸

戯れせむとや

史料の一字一句もゆるがせにしない

中京圏で研究するということ

　人文学研究科。Graduate School of Humanities。
因果な名前である。
　ようこそ、ここはHumanityを学ぶところです。複
数形のSは、まあ、置いとこう。私は、日本の近現代
文学を研究している。小説を読むことは特に、その
人間性なるものを見定めることだ。人間の醜悪さと
愚劣さを見据えた先でなお、生を肯定すること。
　ふーん。言うは易し。しかし、だからこそ私には、
テクストをただ徹底的に読めば、研究室に通い詰
めれば、研究が成り立つなどとは到底思えない。恋
愛経験なくして恋愛小説が、肉体労働の重苦しさと
愉しみとを知らずしてプロレタリア文学が、酒を飲む
ことの快楽と二日酔いの倦怠を味わわずして無頼
派の小説が読めるのか…。などというのは極論だ
が、人間とやらについて語ろうとするならば、行儀よ

く図書館に坐して、書を繙いていればよいというは
ずはない。
　むろん、研究は精読に始まり、精読に終わる。そ
の過程で、自分というひとりの人間を知る。テクスト
を介した自分との対話。読みの癖。私は何を愛し嫌
悪し欲望しているのか。そして同時に生起する、書き
手という人間との出会い。
　そのようにして本を読むこと。読み続けること。同
時にひとと交わり、山に海に揉まれ、音楽やスポー
ツの熱狂に身を投じ、様々な土地に足を運ぶこと。
そしてまた本を読むこと。遊びのために義務をこ
なすのでも、知見を広げるために遊ぶのでもなく、
その行為ひとつひとつを享楽する。日々の生活が、
Humanitiesの研究であり、遊びである。
　ようこそ、ここは遊ぶところです。

　私は、日本統治時代の台湾における紳士階層に
ついて研究を行っています。紳士階層は様々な問題
を抱えつつも、台湾の基層社会で重要な役割を果
たしてきました。こうした紳士階層について新しい
視角や史料を用いて再検討し、日本統治時代の台
湾史をより深く・長い視点から描き直すことが私の
目標です。
　私はもともと台湾で民族学博士の学位を取得し
ましたが、歴史学の立場から研究を行う必要性を痛
感し、名古屋大学に入学しました。所属する東洋史
学研究室では、専門分野の先生からだけでなく、他
分野の先生からの指導も受けることができ、視野を
広げることができます。また研究室には長い歴史が
あり、これまで魏晋南北朝史や明清時代史研究と
いった分野で学界を牽引する研究者を輩出してきま

した。こうして培われてきた史料を一字一句もゆる
がせにせずに読み解く授業を通じて、歴史学の着
実な研究手法を身に着けることができます。さらに、
研究室では多くの蔵書に囲まれながら、院生同士
が互いに学びあったり、研究室の会誌に投稿する
と大先輩たちから丁寧なアドバイスをいただけたり
と、研究室のある日本の大学のメリットを享受する
こともできます。
　この他、特筆したいのは、名古屋大学では博士課
程学生への支援がたいへん充実していることです。
私はメイク・ニュー・スタンダード次世代研究事業と
いう支援事業に採択され、おかげで研究に専念で
きるようになったばかりでなく、より研究を社会に役
立てたいと考えられるようになりました。
　思い切って名古屋大学に入学して正解でした！ 

　私は日本の近現代史、特に日本海軍がどのよう
に青少年を勧誘し志願兵にしていったのかについ
て大学・大学院と研究してきました。その際、防衛省
が所蔵している海軍中央の史料を使用するのみで
はなく、全国各地にある「兵事資料」と呼ばれる史料
などを集めて研究を進めました。当初は海軍につい
ての史料がまとまって残っている地域がないことか
ら苦労しましたが、複数の地域の史料を組み合わ
せて全体像を描いていく方法で博士論文を執筆し、
著書として出版することができました。
　こうした私の研究の背景には、名古屋大学日本
史学研究室が重視していたフィールドワークを用い
た授業がありました。特に当時の天皇陵に現地踏
査する授業や研究室旅行は、私が研究者として各
地に調査に行く前提として貴重な経験となりました。

　たしかに、大学の数や研究拠点の数は関東圏や
関西圏の方が多いです。ただ、名古屋はそのどちら
にも行きやすいため、東西両方の学会に顔を出し、
広い人脈をつくることができます。また、近現代史
の場合は名古屋でも研究会を持っているため、関
東や関西などで知り合った研究者に名古屋で報告
してもらうことで、より深い関係性を築くことができ
ました。この研究会を通じた人脈は私の現在の研
究者としてのキャリアを考える上でも重要な役割を
担っています。
　私自身の現在の研究があるのも、名古屋大学と
中京圏の研究環境のおかげだと思っています。今
は教員として、中京圏の研究にかかわれていること
を嬉しく思います。一緒に中京圏で研究をしません
か？

日本文化学分野専門
博士前期課程 2年

清水 翔瑛
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文学部

就職状況

　名古屋大学文学部にはさまざまな学問分野があ
りますが、どの分野も共通して、人間の感性と知性
についての深い理解を身につけることをねらいとし
ています。文学部の卒業生たちは、論理的な思考
力を持ち、人間の意識と行動についての総合的理
解を身につけた有為な人材として、民間企業、公務
員などのさまざまな分野で活躍しています。最近で
は大学院へ進学し、2年間の博士前期課程を修了
した後に就職するケースも増えています。

2024（令和6）年度卒業生の主な就職先

■民間企業等
株式会社ビットエー
株式会社Speee
株式会社Y&L Projects
株式会社Ｚ会
株式会社アイシン
株式会社アクティス
株式会社いい生活
株式会社オープンハウスグループ
株式会社クレスコ・デジタルテクノロジーズ
株式会社コーエーテクモホールディングス
株式会社ジェイアール東海エージェンシー
株式会社セック
株式会社デンソー
株式会社トーカン
株式会社ニトリ
株式会社ネオレックス
株式会社ヒミカ
株式会社マイナビ

株式会社ランドコンピュータ
株式会社三菱UFJ銀行
株式会社静岡銀行
株式会社電算システム
株式会社電通PRコンサルティング
株式会社電通総研
株式会社内田洋行
株式会社日本入試センター
株式会社豊田自動織機
株式会社良品計画
NTT東日本グループ会社
愛知製鋼株式会社
味の素冷凍食品株式会社
アズワン株式会社
アドソル日進株式会社
アビームシステムズ株式会社
伊藤忠テクノソリューションズ株式会社
伊藤忠丸紅鉄鋼株式会社

イリズム株式会社
医療法人親和会
ENEOS株式会社
学校法人河合塾
共立マテリアル株式会社
住友電気工業株式会社
情報技術開発株式会社
静岡鉄道株式会社
セカンドストリート田代本通店
大学生協事業連合 東海地区
ダイワロイネットホテルズ株式会社
D&X株式会社
瀧定名古屋株式会社
デトロイトトーマツコンサルティング合同会社
てらす証券アドバイザーズ株式会社
東映株式会社
独立行政法人鉄道建設・運輸施設整備支援機構
豊田合成株式会社

豊田通商エネルギー株式会社
トヨタ自動車株式会社
名古屋鉄道株式会社
日本航空株式会社
日本出版販売株式会社
日本郵政株式会社
パーソルクロステクノロジー株式会社
久屋インターナショナルプリスクール
東日本旅客鉄道株式会社（ＪＲ東日本）
ヒト・コミュニケーションズ
フクシマガリレイ株式会社
ベース株式会社
ホシザキ株式会社
三浦工業株式会社
三菱電機株式会社
ルイ・ヴィトンジャパン株式会社

■教員
愛知県教育委員会
富山県教育委員会
福井県教育委員会

■公務員
愛知県庁
岡崎市役所
公正取引委員会
国土交通省

鈴鹿市役所
総務省
長野県庁
名古屋国税局

名古屋市役所
三重県庁

取得できる資格

　学士の学位を得ることに加えて、必要な単位をとれば、つぎのような免許状を取得することができます。

中学校教諭1種免許状
●	国語		
●	社会			 
●	英語

高等学校教諭1種免許状
●	国語
●	地理歴史
●	公民
●	英語

教員免許状

　学士の学位を有する者で、大学において文部科学省令で定める博
物館に関する科目の単位を修得することにより、学芸員となる資格を
得ることができます（博物館法第5条）。
　教員免許状とは異なり、免許状のようなものは交付されませんが、
博物館などに就職する際の資格要件となる「学芸員資格」を有するこ
とを証明するための「単位取得証明書」が発行されます。

学芸員

文学部
2024（令和6）年度

93人

食料品・飲料・たばこ・飼料製造業 1人

鉄鋼業・非鉄金属・金属製品製造業 2人
はん用、生産用、業務用機械器具製造業 3人

化学工業、石油、石炭製品製造業 1人

電気・情報通信機械器具製造業 3人

その他製造業 1人

輸送用機械器具製造業 5人

情報
通信業
18人

運輸業、郵便業 5人
卸売業
10人

小売業 2人金融業 3人
不動取引・賃貸・管理業 1人

複合サービス事業 1人

国家公務 4人
地方公務
11人

その他の専門・技術サービス業 6人

学校教育
6人

宿泊業、飲食サービス業  1人

その他の教育、学習支援業 4人

サービス業その他 1人

分類不能の産業 1人

社会保険、社会福祉、介護事業 1人
医療業、保健衛生 1人

生活関連サービス業、娯楽業 1人

社
会
へ
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社会へ 社会のさまざまな分野で活躍する卒業生たちの姿を追ってみよう。



大学院

2024（令和6）年度修了生の主な就職先

■民間企業等
株式会社VIG
株式会社アドマテックス
株式会社インターネットイニシアティブ
株式会社きんでん
株式会社グリーンズ
株式会社スカイコム
株式会社十六フィナンシャルグループ
株式会社ニトリホールディングス
株式会社中国放送
株式会社日立ソリューションズ
株式会社文房堂
株式会社御園座
株式会社ヨコオ
株式会社良品計画
Acadru
ANKR DESIGN 株式会社
Cloud 9 International
Earth Technology株式会社
NTT・TCリース株式会社
TIS株式会社

愛知時計電機株式会社
アクセンチュア株式会社
学校法人河合塾
学校法人名城大学
金沢２１世紀美術館
公益財団法人静岡市文化振興財団
小島プレス工業株式会社
シャープ株式会社
ソシオークホールディングス株式会社
中部電力パワーグリッド株式会社
東海国立大学機構
東京都公立大学法人
トヨタ自動車株式会社
名古屋市美術館
藤田医科大学
美津濃株式会社
三菱UFJリサーチ＆コンサルティング株式会社
モノ・ループ株式会社
DJI Technology Co., Ltd.(中国)

■公務員
和泉市役所
堺市役所

名古屋市役所
福井県庁

■教員
愛知県立刈谷高等学校
学校法人愛知淑徳学園 愛知淑徳中学校高等学校

人文学研究科博士（前期課程）

■民間企業等
河合出版
公益財団法人桑山清山会
フジクリーン工業株式会社

ベルリン自由大学（ドイツ・研究）
XINDONGFANG（中国）

■教員
岩崎学園 横浜保育福祉専門学校
学校法人愛知淑徳学園 愛知淑徳大学
学校法人神谷学園 東海学院大学
学校法人中西学園 名古屋外国語大学
神田外語大学
公立大学法人 愛知県立大学
東海国立大学機構 岐阜大学

■公務員
福井県庁

人文学研究科博士（後期課程）

■教員
学校法人中部大学

文学研究科博士（後期課程）

取得できる資格

　修士の学位を得ることに加えて、必要な単位をとれば、つぎのような免許状を取得することができます。

中学校教諭専修免許状
●	国語　　●	社会　　●	英語

高等学校教諭専修免許状
●	国語　　●	地理歴史　　●	公民　　●	英語

教員免許状

社
会
へ
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海外から学びにやってくる人、海外へ学びにゆく人。学問共同体は国境を越えて広がる。

　現在名古屋大学では海外の61ヵ国の大学、研究所等と学生国際交流を行っています。受け入れ留学生については令和6年5月1日現在で2,009名
が在籍しています。本学部・研究科では令和6年度に下表に記したように290名を受け入れています。

　名古屋大学の学生が利用できる留学制度の代表的なものとして、交
換留学（１学期以上１年未満の留学）プログラムがあります。次のページ
にあるのは、本学が全学間学術交流協定、もしくは部局間学術交流協
定で「授業料不徴収協定」を結んでいる大学一覧です。これらの大学へ
交換留学する場合、派遣先の大学に追加で授業料を納める必要はあり
ません。また、交換留学のほかには、休暇を利用して渡航する短期研修

（2週間～１ヶ月程度）もあるため、自分の計画や興味にあった留学プ
ログラムを選ぶことができます。
　文学部・人文学研究科には国際化推進室があり、留学生のサポート
のみならず、名大から海外への留学を目指す学生のサポートも行って
います。また、本学の全学部・研究科の学生を対象としたサポートは、

グローバルエンゲージメントセンターの海外留学室が担っています。海
外留学室では、名大生が利用できる留学プログラムやその制度につい
ての情報を得たり、留学準備や帰国後も含めた留学経験のフルサポー
トを受けたりすることができます。交換留学をするためには、留学開始
の1年前に学内選考を受ける必要があるため、早めに海外留学室に相
談に行くことをお勧めします。
　留学で得られるものは、語学力や多文化適応力や異文化理解力だ
けではありません。学生時代に海外で異言語・異文化に触れながら生
活し、勉強した経験は、貴重な財産となります。是非、積極的に留学制
度を利用してください。

■名古屋大学文学部・人文学研究科の過去10年間の留学生数 （各年5月1日現在）

留学生数
平成 27年度 平成 28年度 平成 29年度 平成 30年度 平成 31年度 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 令和 6年度

120 138 150 336 269 297 223 319 320 290

海外との交流

留学のすすめ

国
際
交
流 
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　名古屋大学が授業料不徴収協定を結んでいる大学には以下のようなものがあります。

● 中国  |  �南京大学、復旦大学、華中科技大学、西安交通大学、東北大学、同済大学、浙江大学、上海交通大学、吉林大学、哈爾濱工業大学、  
中国科学技術大学、清華大学、北京大学、中国人民大学、上海外国語大学、西安外国語大学、東華大学、大連理工大学

● 韓国 |  ���慶尚大学校、木浦大学校、梨花女子大学校、漢陽大学校、高麗大学校、ソウル国立大学校、慶熙大学校、延世大学校、成均館大学校、 
浦項工科大学校、韓国科学技術院、韓国外国語大学校、韓国海洋大学校

● タイ |  ��カセサート大学、チュラロンコン大学、チュラポーン研究所／チュラポーン大学院大学、ラジャマンガラ工科大学タンヤブリ校

● インドネシア |  �ガジャマダ大学、スラバヤ国立大学、バンドン工科大学、パジャジャラン大学、インドネシア大学　

● 台湾 |  ��国立台湾大学、国立政治大学、国立清華大学、国立中正大学、東呉大学、天主教輔仁大学

● ラオス |  �ラオス国立大学

● オーストリア |  �インスブルック大学

● ドイツ |  �ケムニッツ工科大学、フライブルク大学、ブラウンシュバイク工科大学、ミュンヘン工科大学、アーヘン工科大学

● ベルギー |  �ルーヴァン・カトリック大学

● フランス |  �コミュニテ・グルノーブル・アルプス大学、ボンゼショセ工科大学、パリ・シテ大学（元パリ第7大学（パリ・ディドロ大学））、 
リヨン第3大学、ストラスブール大学、パリ東大学、リヨン高等師範学校、パリサクレー大学（元パリ第11大学（パリ南大学））、 
フランス国立東洋言語文化大学（INALCO）

● ノルウェー |  ���オスロ大学

●  スイス |  �ジュネーブ大学

● オランダ |  �トゥエンテ大学、ラドバウド大学

● オーストラリア |  ����シドニー大学、モナシュ大学、南オーストラリア大学、アデレード大学、フリンダース大学、オーストラリア国立大学、  
西オーストラリア大学、ニューサウスウェールズ大学

● ウズベキスタン |  ����タシケント国立法科大学、世界経済外交大学、サマルカンド国立大学、タシケント工科大学

● モンゴル |  �モンゴル国立大学、モンゴル科学技術大学

● カナダ |  ��ヨーク大学、トロント大学、モントリオール大学、カルガリー大学、オタワ大学、ブリティッシュコロンビア大学　

● デンマーク |  ����コペンハーゲン大学、オーフス大学

● インド |  �インド科学大学院大学、タタ基礎科学研究所

● イタリア |  ����カターニア大学、ボローニャ大学

● カンボジア |  ����王立プノンペン大学、カンボジア王立農業大学、王立法経大学

● シンガポール |  ��南洋理工大学、シンガポールマネジメント大学、シンガポール国立大学

● ベトナム |  �ハノイ工科大学、ベトナム国家大学ハノイ

● 香港 |  ��香港中文大学、香港大学、香港城市大学、香港理工大学

● トルコ |  �ビルケント大学

● スペイン |  �バルセロナ大学

● ポーランド |  ��ワルシャワ大学　　

● フィリピン |  ��フィリピン大学ロスバニョス校

● ケニア |  ��ナイロビ大学

● 南アフリカ |  �ステレンボッシュ大学

● アイスランド |  ��アイスランド大学

● ミャンマー |  ��ヤンゴン大学

● チェコ |  ��チェコ工科大学

● メキシコ |  ��メキシコ国立自治大学

● フィンランド |  ��ヘルシンキ大学

● スウェーデン |  �ウプサラ大学、スウェーデン王立工科大学

● ブラジル |  �ラジリア連邦大学、サンパウロ大学

● アメリカ |  �イリノイ大学アーバナ・シャンペーン校、シンシナティ大学、セント・オラフ大学、ニューヨーク大学、ノースカロライナ州立大学、 
ミネソタ大学、 南イリノイ大学カーボンデール校、ノースカロライナ大学チャペルヒル校、フロリダ大学、オレゴン大学 

● イギリス |  �ウォリック大学、シェフィールド大学、ブリストル大学、ロンドン大学東洋アフリカ学院、リーズ大学、 
ケンブリッジ大学セント・ジョンズ・カレッジ、 ダラム大学
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　人物・学業ともに優れ、かつ健康であって、経済的理由により修学が困難であると認められる者には奨学金や授業料免除の制度があります。
　また、入学前1年以内において、学資負担者が死亡、風水害等の災害を受けた場合などには、入学料免除の制度もあります。
　奨学金のうち、文学部生が最も多く利用しているのは日本学生支援機構の奨学金（ただし、この奨学金は貸与されるもので、貸与終了後は返済の
義務があります。）です。なお、そのほかにも地方自治体や民間団体による奨学金を受給している者も若干名います。

奨学金及び入学料・授業料免除

在学数は、2024(令和6)年5月1日現在

在学
生数

春学期 秋学期
全額
免除

半額
免除

2/3
免除

1/3
免除

全額
免除

半額
免除

2/3
免除

1/3
免除

1年 132 4 0 0 0 4 1 0 1
2年 138 6 0 0 1 6 0 1 0
3年 142 9 0 2 2 9 0 2 1
4年 152 4 0 2 2 4 0 2 0
計 564 23 0 4 5 23 1 5 2

■2024（令和6）年度の授業料免除実施状況（文学部）

在学生数 第一種奨学生 第二種奨学生

1年 132 13(2) 5(2)
2年 138 13 4
3年 142 10(1) 7(1)
4年 152 15 5

		  （　）内は併用貸与
		  在学数は、2025(令和7)年3月1日現在

2025(令和7)年3月現在■日本学生支援機構奨学金の貸与状況

種類 1.大学第一種奨学金
（無利息）

2.大学第二種奨学金
（利息付）

貸与月額

　　　　 20,000円
自　宅　 30,000円
　　　　 45,000円

2万円から12万円
（1万円単位）から選択　　　　 20,000円

自宅外　 30,000円
　　　　 40,000円
　　　　 51,000円

希望する奨学金の月額を選ぶことができます。

■日本学生支援機構奨学金（2024(令和6)年度入学者）

文学部

　文学部の個別学力検査等は次のとおりです。
募集人員は、推薦入試１５名、前期日程１１０名です。

災害や感染症の流行等により、試験日程や選抜内容等に変更が生じた場合は、当学部のホームページ上でお知らせしますので、最新の情報を
こまめに確認するようにしてください。
○文学部ホームページ　URL https://www.hum.nagoya-u.ac.jp/

■入試教科・科目
【推薦】　書類審査、小論文及び面接

■試験の日程
【推薦】　１１月下旬頃
【前期】　２０２６年２月２５日、２６日

また、文学部では３年次編入学試験を実施しています。
募集人員は、１０名です。
※各入学試験の詳細については、「入学者選抜要項」または「学生募集要項」でご確認くだ
　さい。

【前期】

１．国　語 （現代の国語・言語文化・論理国語・文学国語・
古典探究）

２．外国語
英語（｢英語コミュニケーションⅠ｣･ ｢英語コミュニ
ケーションⅡ｣･ ｢英語コミュニケーションⅢ｣･ ｢論理・
表現Ⅰ｣･｢論理・表現Ⅱ｣･｢論理・表現Ⅲ｣の６科目をあ
わせて出題。）

３．地　歴 （地理総合・地理探究、歴史総合・日本史探究、
歴史総合・世界史探求から１科目）

４．数　学 （数学Ⅰ・数学Ⅱ・数学Ａ・数学Ｂ・数学Ｃ）

■募集要項の入手方法

名古屋大学文学部ウェブサイトで確認してください。
https://www.hum.nagoya-u.ac.jp/examination/examination-sub5/

入学試験について		
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在学生数 第一種奨学生 第二種奨学生

前期課程1年 108 7(3) 3(3)
前期課程2年 121 15(2) 3(2)
後期課程1年 47 2 0
後期課程2年 38 2(1) 1(1)
後期課程3年 106 0 0

		  （　）内は留学生
		  在学数は、2024(令和6)年5月1日現在

		  （　）内は併用貸与
		  在学数は、2025(令和7)年3月1日現在

2025(令和7)年3月現在■日本学生支援機構奨学金の貸与状況

　詳しくは48ページの説明を参照してください。
　奨学金については、人文学研究科では、日本学生支援機構の奨学金のほか、地方自治体や民間団体による奨学金を受給している者がそれぞれ
若干名います。奨学金の支給額等については、本学ホームページ「各種免除制度・奨学支援」をご確認ください。

奨学金及び入学料・授業料免除

在学生数
春学期 秋学期

全額免除 半額免除 全額免除 半額免除

前期課程1年 112 31（25） 19（17） 32(25) 21(19)
前期課程2年 129 29（17） 24（18） 28(16) 26(19)
後期課程1年 46 14（5） 11（7） 14(7) 13(8)
後期課程2年 35 9（6） 9（7） 9(4) 7(5)
後期課程3年 106 7（7） 9（9） 9(9) 7(7)

■2024(令和6)年度の授業料免除実施状況（人文学研究科）

人文学研究科

　人文学研究科の入学試験は次のとおりです。			 
募集人員は、博士前期課程104名、博士後期課程61名です。

災害や感染症の流行等により、試験日程や選抜内容等に変更が生じた場合は、当研究科のホームページ上でお知らせしますので、最新の情報
をこまめに確認するようにしてください。
○人文学研究科ホームページ　URL https://www.hum.nagoya-u.ac.jp/

※�社会人入試は、大学院入学時までに通算2年間以上の社会経験（民間企業、官公庁、学校
教育機関、自営業、家事、ボランティア活動などの経験。ただし、研究生および大学院学生
としての期間は含みません。）を有する方を対象とします。

※各入学試験の詳細については、各募集要項でご確認ください。

■募集要項の入手方法

名古屋大学人文学研究科ウェブサイトからダウンロードしてください。
https://www.hum.nagoya-u.ac.jp/examination/examination-sub4/

■選抜方法
入学者の選抜は，出願書類審査及び学力試験により行います。

一
般
入
試

入試種別 入試日程 試験科目

博士前期課程第1期 9月上旬頃

外国語試験

専門試験

口述試験

博士前期課程第2期
2月上旬頃

外国語試験

専門試験

口述試験

博士後期課程（4月入学） 口述試験

博士後期課程（10月入学） 7月上旬～中旬頃 口述試験

社
会
人
入
試

入試種別 入試日程 試験科目

博士前期課程第1期 9月上旬頃
専門試験

口述試験

博士前期課程第2期
2月上旬頃

専門試験

口述試験

博士後期課程（4月入学） 口述試験

博士後期課程（10月入学） 7月上旬～中旬頃 口述試験

入学試験について		
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